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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
発がんの分子機構の解明に向けた細胞周期の研究が大きく発展 しているが,その制御の中心である
DNA複製機構には不明な点が多い｡申請者らはポリオーマウイルス (Py)DNAの複製が核内がん遺伝
子産物 C-Jun(転写因子APlとして機能)により強く促進されることを報告してきた｡今回この分子構
造を調べるためinvitroの複製系を用いて解析し,次の様な結果を得た｡
(1)C-Junは単独で,APl結合配列を介し,PyDNA複製を3-4倍促進する｡
(2)C-Junは単独で,APl結合配列を介し,PyDNAunwindingを4-5倍促進する｡
(3) C-Junは大型T抗原のoriへの結合を7-8倍促進する｡
(4)C-Junは大型T抗原と特異的な結合を示す｡
以上の結果により,PyDNA複製のC-Junによる促進機構がほぼ明らかになった｡これにより転写因子
の細胞DNA複製制御-の直接的関与の可能性が更に強く示唆されるようになり,複製調節機構の研究に
新たに視点をあたえるものと思われる｡
以上の研究は発がん遺伝子の作用機構の解明に貢献するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月20日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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